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試験について
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生コンクリートの全数測定による品質管理試験について
（コンクリート生産性向上検討協議会）

（一社）日本建設業連合会
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協議会検討経緯（サプライマネージメント効率化）

２０２０年度に追加

２０１６年度より
日本建設業連合会を主体とし、
「生コン情報電子化」としての活動
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●第６回 日建連より「生コン情報の電子化」を提案
２０１８ＰＲＩSM⇒共通クラウド＋品管システム適用＋遠隔立会

●第８回 「生産性向上」と「品質向上」の効果を報告
・現場作業時間を最大20%減 ・内業時間を50%以上減
・ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報交換と見える化で打重ね時間を短縮

２０１９ＰＲＩSM⇒受入れ全数管理＋施工履歴のCIM連携

●第９回 「全数管理」による現行手法代替の可能性を報告
・受入試験のクラウド監視が可能 ・打重ね時間短縮10% 
・単位水量/スランプの安定化 ・維持管理への貢献

２０１９追加ＰＲＩSM⇒ ・全数管理の適用性拡大/検証
２０２０ＰＲＩSM ⇒ ・クラウド型品管システム社会実装/課題検討

●第１０回 「生コン情報電子化」社会実装状況/全数管理適用事例を報告

協議会の検討経緯（第６回～第１０回：議事要旨）

①

②



5

①「生コン情報電子化」社会実装推進 ②試験/検査合理化（全数管理）

塩浜立体工事での試行

① 生コン情報電子化
② IoT/AI利用全数検査

R３年度：PRISM２０２１＋プリズム以外での検討



PRISM２０２１(技術II）供給/管理の全面的デジタル化
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生コン供給/管理の全面的デジタル化 検討項目
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●スランプコンクリートDB追加
●塩浜立体

●特殊コンクリートでのデータ蓄積
＜ダムコン ＳＬ８ｃｍ＞ ●南摩ダム（単位水量低減コン）（水資源）
＜高スランプ ＳＬ２３ｃｍ＞ ●上曽トンネルの吹付コン（茨城県）
＜高流動コン ＳＦ６５ｃｍ＞ ●天ケ瀬ダム（増粘剤系）

●王子給水所(東京都) （粉体系）

●直轄躯体工事でのデータ取得（順次実施）
●津屋川１０P橋脚 ●鹿児島東西道路（１２ｃｍおよび高流動）・・・・

(2019)天ケ瀬・構築/ｽﾗﾝﾌﾟ１５ｃｍ
〇中流動ｺﾝ： ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ５０ｃｍ
〇一般躯体： ｽﾗﾝﾌﾟ１２ｃｍ（普通強度）
〇ﾄﾝﾈﾙ覆工: ｽﾗﾝﾌﾟ１５ｃｍ（貧配合）
〇PC上部工: ｽﾗﾝﾌﾟ１８ｃｍ（富配合）

プリズム２０２０実績

プリズム２０２１

藤沢立坑 荒島第１トンネル

熊野川河口大橋

SL12cm SL15cm

SL18cm 中流動コンクリート

天ケ瀬ダム放流路

スランプ(フロー)画像/AI推定 データ蓄積と精度向上
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塩浜立体：スランプ/空気量/強度のＤＢ取得

水量と密度
画像の取得/解析

ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄｶﾒﾗ

RI単位水量計
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コンクリート特性のパラメータ（水量と空気量）

表面水率
設定の

相違による
スランプ大小

空気量
の相違
による

スランプ大小

単位水量差（配合表上） -3.2 0.3 7.9
単位セメント(結合材)量（計量値） 313 kg/m3 　 312 kg/m3 313 kg/m3
推定水セメント(結合材)比 53.0 % 54.2 % 56.6 %
圧縮強度（測定値） 42.2 N/mm2 40.9 N/mm2 35.9 N/mm2
圧縮強度（実測値から算定） 44.0 N/mm2 41.7 N/mm2 37.6 N/mm2
測定空気量を4.5%に補正 42.4 N/mm2 40.0 N/mm2 35.9 N/mm2
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でも水量の変動
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推定が可能

11

正規分布性に
欠けるので

確認必要
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「２０１９追加のDB」に塩浜立体の取得データを追加
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より異なる
（２０２０追加での

知見と同じ）



13

画像/AI推定 特殊コンクリートのデータ蓄積

■単位水量を低減したスランプ８ｃｍコンクリート（南摩ダムの例）
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ダムコンに関するDB取得（ダムコンの特殊性）

普通のスランプ
コンクリートでは
影響がいことを
確認（塩浜立体）
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高スランプ２３ｃｍ（吹付け）コンクリートのDB評価

スランプ
モードで
の評価

（学習
不可）

スランプ
フロー

モードで
の評価

（学習
可能）

計測
モード

表示
モード

スランプ
フロー

スランプ
フロー

スランプ
フロー

スランプ

換算が必要

スランプ スランプ

●スランプコン

●高スランプコン

●高流動・中流動



高流動コンクリート（粉体系）
への適用性を確認（検討途中）

中流動・高流動コンクリート
（増粘剤系）への適用性を確認

降伏値 大
⇒スランプ（フロー）が小さい

断面内に流速差がない

降伏値 小
⇒スランプ（フロー）が大きい

断面内に流速差がある

幅方向の分布

スランプ
(フロー)小

スランプ
(フロー)大

流
速

スランプ
コンクリート

ビンガム流体の
すべりを伴う管内流動原理
の概念を適用

降伏値推定法による
スランプフロー推定法を開発

サンプリング
56.5cm

65.5c
m

70.5c
m

偏差 1.6cm
標準偏差

5.11cm

偏差 0.7cm
標準偏差

6.08cm

偏差 0..2cm
標準偏差

6.37cm

高流動コンクリート（増粘剤系）のDB評価
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直轄工事他でのスランプ画像/AI推定事績の蓄積

■スランプ１２ｃｍコンクリート（中部地整津屋川１０P橋脚の例）
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スランプ全数をit-Concrete上でリアルタイム参照（例）



AI推定値←→サンプリングスランプ値との比較（例）
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スランプコン事例収集（順次）⇒統計分析(今後実施)

九州地整
鹿児島
東西道路

関東地整
塩浜立体

スランプ１２cm

スランプ１２cm

スランプ１２cm

‘２１ 12/27
関東宇部

‘２２ 2/7
内山AD
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高流動コンクリートの実施工での事例（鹿児島道路）

ばらつきが大きいこと
の現象解明 対応策の

検討
（検討途中）

例えば、
AIが測定値の
信頼性が低い
ことを教える・・日射の影響が大きい時間帯
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王子給水所 高流動コンクリート（粉体系）への適用
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→45台すぎから大きなくなって、50台では戻った

後で動画を確認する
この時間帯は、２つ折れ
シュート車が多く計測不可車多い

２つ折れシュート車は計測不可

生コン３社の共同納入で、
ポンプ４台のうちの1台に
カメラを設置して、
スランプフローをAI計測
を行っているため、
各工場の生コン車が
ランダムに荷降ろして
いる状況
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運搬中のコンクリートのスランプモニタリングを試行

KYBの ICTミキサ（情報システム搭載）
を用いた検討

ミキサのドラムの
回転トルクから

運搬中のスランプ
変化をモニタ

福井宇部生コンにて
DB取得実験
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運搬中のコンクリートのスランプのモニタリング
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画像/AI判定とミキサトルク判定併用事例/連携検討

●スランプコンクリート ●中流動コンクリート

実測～画像/AI～トルクが同じ 画像AI＝トルクが同じ
（ｻﾝﾌﾟﾙと全量の相違か？）

トルク判定
は運搬中も
確認可能

It-Concrete
との

連携を検討
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温度/空気量/圧縮強度の全数計測システムの確立

シュート面とコンクリートを識別

温度全数
システム
は完成済

塩浜立体で
の施工に

適用を予定

空気量と
圧縮強度
全数システム
（まだ調整中）

塩浜立体の
４回の打設で
精度検証予定

IoTポンプ車との
インターフェース作成中
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IoTポンプ車からの
リアルタイムの情報取得

吐出量

圧送圧

IoTポンプ車(k-Dass）からの情報取得

管内のリアルタイム
の作用圧力を推定

空気量算定
に利用
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1台毎の表示

It-Concreteにおける全数計測値の表示システム

全数の履歴 （トレンド表示ー３区間平均）

２/7の打設時点
ではまだ調整中
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塩化物イオン量の全数測定の可能性を検討

原理的にはフレッシュコンクリート
においても適用可能

実際にCl元素
を検出可能

シュートを流れるコンクリート
の表面に適用してみた
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塩化物イオン量の全数測定の可能性を検討

X線強度と塩化物イオン量の検量線（魚本先生
作成）は硬化コンクリートの表面計測で作成した
もので、フレッシュコンクートのものではないが、

・測定離間が近ければ、塩分量との相関はある
・少なくとも、塩分の有無は、検出できそう

離間を定量して、測定方法を考慮した計器の
改良と検定を行なえば、可能性は感じられる
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全数管理手法における基準化案の検討

日建連内にWG

今後

施工者再度で
合意できる

品質基準案を検討

受発注者間での
合意形成に

供するための
資料を整備

＜ 今回報告分＞



現行手法 全数管理 効率化・高度化

手
法

生コン車のサン
プリング試料に
ついてスランプ
試験

生コン車のシュート流下
画像を解析、ＡＩがスラン
プを判断

〇現場の試
験業務が不要
（クラウド上で

確認）

頻
度

構造物種類に
よるが、20～
150m3毎，生コ
ン車5～35台毎

生コン車の全数 〇いままで知り
えなかっ
た値も確認
可能

管
理

工場に電話等
で連絡し調整を
依頼

タブレット上にリアルタイ
ムに表示し、共有

〇状況を即時
に把握し
調整可能

記
録

所定用紙に結
果を記録、写真
を撮影しまとめ
て提出

クラウド上への保存
（日報の自動出力も可
能）

〇紙書類の
作成・提出
手間の削減

確
認

品質規格値へ
の適合

施工中はトレンドを評価
→最終的には規格値

と比較

〇構造物の
全体を評価
といえる

課
題

なし 従来のサンプリング値に
対応した規格値に対して、
全数管理を前提とした評
価方法・管理方法を案出
が必要

効率的で
高度な管
理が可能

<本提案：全数調査>

規格値

管理値

管理値

生コン車全台

指示値

指示値
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<現行の手法:サンプリング>

規格値

下限値

上限値

２０～１５０m3毎 ？

・スランプ試験（サンプリング）
の誤差±２ｃｍ

・区間平均表示によりばらつきを平準化し、
スランプの変化トレンドを把握（報告値？）

全数管理の代替意義と管理方法の考え方（検討中）

移動平均で
表示

監督・供給・施工の
三者ともにメリットが
あり、納得できるか？
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実施工における全数管理値のばらつきの評価

おおむね同じと
言えるかどうか
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「管理基準の改定案」の検討の前提

監督・供給・施工の三者ともにメリットがあり、
納得できる「管理基準の改定案」を検討

プリズム２０２１での取得データの考察を加え、改めて整理
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PRISM２０２１(技術I）IoT技術を統合し無人化・効率化



生コン受入れ管理自動化(運搬車識別⇒入力自動）

① 運搬車ナンバ読取り
⇒

② 車番テーブルあるいは
配車順序と照合

③ 待機開始、荷卸し開始
/終了を自動判別、
クラウドにログ送信

④ 自動的にT-CIM/Con
画面に表示

「工場連携」に
よる自動入力

「運搬車
自動識別」に
よる自動入力

カメラ

専用の車両認識ソフト
を It-Concreteと連携
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スランプ画像/AI 計測の更なる自動化（精度向上)

●シュート寸法の認識機能 ●コンクリート流下位置自動認識機能

問題点：
流下画像からスランプを算定する場合に、画面に映っている大きさを
実寸法に変換するための補正係数を入力するようにしているが、
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シュート長

画面のはじが
大きくのばされて
映る特性

↓
画像特性を
反映した
補正を確立したい

カメラ画面特有の問題として、
「画像のゆがみ」を

正しく自動補正し、
流下の絶対速度を
求める ことにより
＜配合間での

相違を相対的
に評価できる
ようにする＞
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カメラの内部パラメータを考慮した
ひずみの補正

・コンクリート流下速度の絶対的な相違
＜配合や材料の相違による検討＞
＜例えば、高流動コンクリートの

フロー停止時間の算定 等に取組む

⇒ これから検討

スランプ画像/AI 計測の更なる自動化（精度向上)



受入れコンクリートの性能変化を施工履歴と連携

■ 変化するコンクリート性能をリアルタイムにフィードバックする施工システム
■ 製造～運搬～受入れ～打込みの電子情報を異なるセクターで引渡し

39



スランプの
経時変化

コンクリート製造からの経過時間

突き棒の
貫入量

打重ね限界

受入スランプ/品質の評価
（製造～運搬の履歴）

打込み・締固め作業履歴

コンクリート性能の変化

施工履歴とコンクリート
性能からAIがその後の
最適作業をガイダンス

製造～施工の履歴と
全数の品質情報

３D-CIMモデルに統合

全数検査～施工履歴情報のCIMモデルへの統合

40
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塩浜立体DB取得：コンクリートの性能を計測 定式化

・現着時間=
製造からの経過時間

・コンクリートの温度
・荷卸しのスランプ値

ｺﾝｸﾘｰﾄ温度 20 20 20 ℃
現着時間 0.36 0.55 0.56 hr
スランプ 柔め 標準 硬め
現着 (cm) 18 13.5 10.5
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軟め実測 標準実測 硬め実測

ｺﾝｸﾘｰﾄ温度 20 20 20 ℃
現着時間 0.60 0.55 0.52 hr
スランプ 空気大 標準 空気小

現着 (cm) 14.5 13.5 11.5
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T-CIM/Conの
時間情報
スランプ/温度
の全数計測の
情報をリアルタ
イムに利用
できる

施工プロセスでのスランプ値の変化
打重ね許容時間 が定義できる



このスランプに対しどのような施工をしたかをトレース

締固め作業
進行の表示

GPS

通信装置

中部地整：津屋川１０P橋脚での適用例

GPS
測位情報

作業量を
カウント

42
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GPSを用いた作業位置情報の取得の工夫

中部地整 津屋川橋
１０P橋脚での実績手法

IoTポンプ車から
前面圧/吐出量/ブーム先端位置 の情報を取得

バイブマンとともにポンプマンのベクトル情報を取得
（どっちを向いて施工を行っているか？）

今回

工夫
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GPSを用いた作業位置情報の取得の工夫

ポンプマン

筒先位置とポンプマンの向きから打込み位置を
特定するルーチン・吐出量から打込みエネルギ
ーを算定するルーチンを作成（作業中）

←バイブレータの稼働センサ
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ﾊﾞｲﾌﾞﾏﾝ1

ﾎﾟﾝﾌﾟﾏﾝ
ﾊﾞｲﾌﾞﾏﾝ3

ﾊﾞｲﾌﾞﾏﾝ2

２ポイント
GPS

ブーム先端位置をIoTポンプ車
のブーム位置情報から取得

ブーム先端とポンプマンの位置
バイブマンの作業内容を観測

打込み位置および締固めの作業の観測状況
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打込むコンクリートの特定と作業位置表示/自動化

どの生コン車を
打ち込んだかの特定

打込み位置の特定
と表示

打重ね管理システムの使用

GPS情報を
フィードバック
し、自動化

（調整中） 位置情報の取得と表示
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構造条件/施工条件
の反映

作業観察による
適正歩掛の取得

打込み/締固めの必要
エネルギーとの照合

受入れコンクリートの
全数計測情報/ 時間情報

打込みか所でのスランプ

コンクリートの特性を反映した適正作業の閾値設定
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作業の見える化表示とCIMモデルとの連携

現在、津屋川橋1OP橋脚のモデルとなっているが、
塩浜の底版モデルとリアルタイムに連動を測るモデリングを行なう
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最適作業ガイダンス（T-Con.Pass工法）との連携

現在、天ケ瀬ダム導流部ポンプ室頂版のモデルとなっているが、
塩浜の底版モデルとリアルタイムに連動を測るモデリングを行なう
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成果 を生産性向上検討協議会への議論に提供

協議会下に２つのWGを設置（R4.２月以降開催）

＜生コン電子化媒体WG＞

・JIS改正原案の提示（電子化ルート
の活用方法）

・社会実装の推進のためのガイドラ
インの策定

＜IoT活用試験の管理基準検討WG＞

・従来試験に代わるAI/IoTシステムを
活用するための品質管理基準/検査
要領の策定

・受発注者間で合意形成方法の検討

R３ i-Constructionの主な取り組みより （R3.4.1)
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■課題のまとめ（期末以降も継続・・・）

・スランプ(フロー)の計測精度の分析中途
今期構築の、精度を上げる機能の実証/改善を進める

・スランプ以外の精度確認の実施
工事遅れに伴う未達分について、順次、実施・分析

・施工の効率化について手法は構築しつつあるが未検証

■次年度以降の検討
・「自動化を実装した段階」で、効果が確認できる種類の

構築工に適用し効率化を検証
・「管理基準案」について、ＷＧのご意見を反映し、合意

可能な方向性を得るために必要な追加検討を実施
・「全数計測手法」について、現場にてフリーハンドで適用

できる完成度を目指す

課題のまとめ/次年度以降検討（IoTによる全数管理）


